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【評価の区分】

Ａ：期待どおりの成果が得られ、今後も事業を継続する

B：ほぼ期待どおりの成果が得られたが、さらなる発展のため事業を見直す余地がある

C：概ね期待した成果は得られたが、事業の見直しが必要である。

D：期待する成果が得られず、廃止も含めた見直しが必要

■ □ □ □ □ □

◎外部評価委員の評価・意見等

点検・評価に関
するコメント

学校施設の耐震化は、今後も引き続き進めていただきたい。

事業の今後
の 方 向 性

拡充 縮小・統廃合 質的向上 ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ

・児童生徒の安全を守り、良好な教育環境を確保を図るために、学校施設の耐震化は責務であり、耐震補強工事
や改修を行うことは急務である。耐震補強工事や、改築事業の実施により、安全で安心な学校施設の整備が図ら
れた。しかし、耐震補強工事と同時施工予定であったトイレ改修工事については、補助金の交付決定が遅れたた
め、次年度となった。

検証 継続

事業の分析
効果の検証

課題

評価 B

評価の視点１　期待どおりの効果があったか

評価の視点２　施策の目的を達成するため、事業見直し等の余地があるか

平成２２年2月に策定した「滝川市小・中学校施設整備方針」及び平成２３年１２月に策定した「滝川市学校給食施
設整備方針」に基づき、計画的・効率的に耐震化工事や改築・大規模改修と学校給食施設の整備を行い、平成２７
年度までに全小中学校施設の耐震化を完了する。児童見守りシステムについては、平成２４年度の利用率の目標
を８０％とし対象学年の拡大について検討する。

実績
6

目標
実績

5
目標

策定 市内各小中学校の給食施設整備計画の策定

実績 策定済

実績 - 46.7 61.9 　　　〃　　　　　　　　 実施者数　 ６３７人

4
学校給食施設整備計
画

目標

実績 滝川第三小学校基本設計

3
児童見守りシステムの利用
率（ICタグサービス）

目標
％

- 60.0 60.0 市内小学校1～3年生総児童数　９９６人

47.9 H27までに耐震化率100％

2 学校改築事業
目標 開西中学校屋内体育館等改築工事

57.8

23 事務事業に関する点検・評価シート

1 耐震補強工事（耐震化率）
目標

％
47.9

実績

施策番号 2-1

重点施策 安全・安心な学校づくりの推進

重
点
施
策
の
概
要

目　　　的

学校施設は、児童・生徒が一日の大半を過ごす学習、生活の場であるとともに、災害時には地域
の避難場所でもあることから、安全で安心な学校教育環境の整備・充実を図る。

今年度の
主要事業

東小学校耐震補強工事

事
業
の
目
標
と
実
績

区　　　　　　分 単位 H21 H22 H23

57.8

評価実施者
所　　属 学校教育課
職・氏名 課長　中川　啓一

特記事項

②児童見守りシステムによる登下校の安全確保

③学校給食施設整備計画の策定

①安全・安心な学校施設の整備(耐震補強工事、学校改築事業)事業費５５７,８１４千円

(東小耐震４,８３０千円、開西中改築５３７,９７０千円、滝川第三小基本設計１５,０１５千円)

・学校給食施設の整備は、９カ所の調理場を４カ所の共同調理場に集約することとするが、多額の費用と時間がか
かる。

児童生徒の安全性の確保からも、学校の早期の耐震化・給食施設の整備が必要であり、
多額の費用を要することから有利な財源の確保に努めるとともに早期実現のため、関係部
局との協議検討が必要。

・開西中学校の改築については、平成２４年度施工予定の工事を前倒しし、有利な財源を確保することが出来た。

・不審者情報の増加により、ICタグサービスによって、登下校時間の確認が容易に出来ることから利用者は増えて
いる。

・学校給食施設の整備については、財源確保のため校舎の大規模改修と併せて工事を実施することとした。

・耐震化が必要な学校は、改築工事中の開西中学校を含めて５校有り、児童生徒の安全性の確保からも、早期の
耐震化が必要であるが、多額の費用を要するため、関係部局との協議検討が必要。

・ICタグサービスについては、国の事業に参加してスタートしたことから初期投資はかかっていないが、利用者の増
加により、追加負担が必要になっている。また、６年生まで利用を拡大して欲しいという要望がある。

計画通り耐震補強工事及び改築事業を実施し、安全・安心な学校施設の整備を進める事
ができたが、東小のトイレ改修工事が次年度となった。


